







その他のタイトル Overview of Temporal Expression in the
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1．はじめに  
第二言語学習者（以下学習者）は，事柄の時間的表現，あるいは事柄間の連  





















味ある様々な切り口を提供し，第二言語習得過程を研究する上で，貴重な資料   
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2）場面設定には，人物，場所，時間という下位の要素があり，この順番で出   
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表1Thorndykの物語文法規別  
規則番号  規  則  
物語 一→   
場面の設定 →   
主題の設定 →  
プロット →   
エピソード →  
達成への試み・→  
結果 →  







エピソード   
できごと  
状態   
できごと  
状態  
9  卜位目標の設定  
目標の設定 → 望ましい状態  
人物  
















層構造の上位に規定されているということであった。   
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岡1Thorndykeの実験で使われた「サークル島」のプロット構造   
2．2 アイディア・ユニット（ル）について   









な検討が必要になってくる。   
表2は，邑本（1992）のものを参考に筆者が基準を設定したものである。  





表現されているかを以下の12に分類し分析を行っている。本研究も邑本のカテ   
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1）同一表現  筆者によって設定された表現と全く同じ表現が用いられて  
いるもの。   
2）類似表現  設定したIUとは用いられている述語は同じであるが，  
ヴォイスヤアスペクト，ムードなとが異なるもの。   
3）言換え表現 設定したIUと意味的にはほぼ同じであるが述語がことな  
るもの。「帽子を売っています」→「帽子を持っています」   
4）脱特定化  設定したIUではかなり特定化されているが，その特定情  
報を表現 欠いて表現されているもの。項と述部の特定化  
がある。前者は連体修飾部の欠落，後者は連用修飾部の欠  
落あるいは修飾の程度の弱化。   
5）抽象化表現 設定したIUの述語が抽象化され，もとのIUのもつ具体  
的意味を欠いているもの。   
6）具体化表現 設定したIUよりも具体化されているもの。   
7）合成表現  設定した複数のIUをそれぞれのIUの具体的意味を保持  
させて表現させたもの。   
8）統一表現  設定した複数のIUをそれらすべてのIUの具体的意味を  
保持せず抽象化されたもの。   
9）推論表現  設定されたIUに明示されていないが，容易に推論可能な  
もの。   
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10）個性的表現 設定されたIUには明示されておらず，内容とは矛盾しな  
いが容易に推論できないもの。  
11）物語外表現 物語そのものではなく，記述者の評価やコメント。  










◎ 状態事象  
◎ 動的事象  








◎ テンス 状態 状態の継続  
動的 現在 過去   
◎ アスペクト   
○一次的アスペクト   
○二次的アスペクト テ形に接続する補助動詞  
「～ている」「～てある」「～ていく」「～てくる」  
○三次的アスペクト 時間相  
関姶 「～はじめる」「～だす」   
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継続 「～つづける」  
終了 「～おわる」「～やむ」  
空間相 「～のぼる」「～あがる」「－くだる」  
「～おりる」  






4）時の副詞   
発話時を基準とした時期・時点：  
さっき，かって，かねて，いまに，ちかぢか，いずれ，のちの  
ち   
時間量：しばらく，しばし，ながらく，いつまでも   
頻  度：たえず，しじゅう，しょっちゅう，しばしば，しきりに，た  
びたび，よく，ときどき，たまに  
経験回数：はじめて，何度も，一度，一度も，ふたたび  






変化の進行：しだいに，じょじょに，だんだん   
複数の累加：ぞくぞく，つぎつぎ   
状態の継続：ずうっと，あいかわらず  
5）時間の接続詞・接続助詞接続旬   
接続詞：そして，それから，すると，それで   
接続助詞：て，と，ながら   
接続旬：～するやいなや，～するがはやいか  
6）時の形式名詞   
時  期：とき，ころ，おり，あと，まえ   
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期  間：あいだ，うち，から－まで，   
頻  度：たび（に），ごと（に）  
7）時の文・節：時間的情＃を表現する文や節   
時点・時期：ある日のことでした。   
期  間：一一年，二年たちましたこ少したつと   
4．調  査  
4．1調査方法   






4．2 対象と資料収集   
日本人 4人。なお，資料は酒井たか子氏の提供。   
留学生 ① 初級日本語の外国人留学生23人  
当留学生センターの予備教育コースで，初級日本語500時間修  
了時の最終テストの一部の作文課題。  










被験者が表現したもしくは，表現しようとした時間情報を資料として抽出した。   
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出現数を調べる。   
2）被験者の再生文の時間情報と連接関係情報を記述し，分類を行う。   
3）再生文に表れたIU群の質的な分析を行う。   
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4．3．1ルの設定   
表3は，絵ストーリーを見て，筆者が設定した25のIUである。IUの記述  
を現在形で表したのは，時間情報を調べる際に［［3（fUの番号）］〈テンス〉  
過去〈アスペクト〉 ～ている］のように情報記述するためである。  







4．3．31∪の時間情報の記述   
3章において述べた時間表現の枠組みを用い，被験者の再生文中に表現され  
た各IUの時間情報を下のように記述した。但し，設定されたIUの動詞と同  




［［E］：〈テンス〉非過去 副詞 恒常 （いつも）］。  
c．ある日，おじいさんが木の下に休んでいました。  
［［3］ニ くテンス）過去くアスペクト〉～ている 名詞（ある日）］。  






［［E］］。そのうちに，［［7］変化 動詞（～くなる）〈テンス〉過去  
〈アスペクト〉 －てしまう］。すると，［［8］〈テンス〉非過去 〈アスペ  
クト〉 ～てくる 副詞（いつのまにか）］。   
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表3 「帽子売りのおじいさんと猿」のIU群  




























b．（外国人）   
ねているとき，さるはぼうしをとりました。あとで，おとこの人はお   
きます。   
［［7］〈アスペクト〉 ～ている］とき，［［9］〈テンス〉過去］。あと   
で，［［11］動詞（おきる）〈テンス〉過去］。   
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5．結果と考察  









現し，記述されているIUも多い。   
2）成績下位群の記述はIUを単文で繋ぐ傾向があり，中位から上位に行く  
につれて重複文の出現数が多くなる。  
表4IUの出現率と日本語文法能力   
5．21Uの時間表現   
3章において検討した時間に関する表現がどのような形で被験者の再生文に  









量」を表す表現しか出てこないという素材の限界から来るもであろう。   











5．31∪の質的分析   
筆者が予め設定したIUがどのような表現として再生文に記述されているか  




部分を省略し，回避する傾向がある。   
例）設定IU おじいさんは，木の下で休んでいる。  













面白さを増す。   













合  成  
統  一  






5．41∪聞の連接関係   
者IU間の連接関係がどのように表現されているか，2つのブロックを対象  
に検討してみる。（図3 階層構造の網掛けの部分）  
図3 「帽子売りのおじいさんと猿」の階層構造   
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あらかじめ，筆者が想定したIUの内容は以下のものである。  
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7  おじいさんが眠った。  
8  さるが木から降りる。  
9  猿がおじいさんの篭の中の帽子を取る。  
10  木の上で遊ぶ。   
IUの7番から13番の再生された連荏関係は，以下のようになっている。  
日本人  
A）［［7］〈テンス〉非過去〈アスペクト〉 ～てしまう］と   




すると，［〔8］〈テンス〉 非過去 〈アスペクト〉 ～てくる］て  
［［9］〈テンス〉非過去］て   
［［10］動作の繰り返し 〈テンス〉非過去くアスペクト〉 ～はじめる］。  
C）  
いつのまにか［［7］〈テンス〉過去〈アスペクト〉 てしまう］。  
すると［［8］〈テンス〉非過去］て   
［［9］〈テンス〉非道去］て   
［［10］〈テンス〉過去〈アスペクト〉 ～はじめる］。  
図式化すると，以下のようになる。  




～はじめる  圏‡ると囲て園て園  
一方，留学生の連接のパターンは以下の三つに分けられる。   
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【Rタイプ1】   







【Rタイプ3】   
団亡 国0 囲。  
【Rタイプ1】   
二次的アスペクトの使用が多く，時の名詞，形式名詞が使用できる。成績  
上位  
D）［［7］くテンス）非過去 〈アスペクト〉 ～ている］とき，   
［［9］〈テンス〉過去 〈アスペクト〉 ～ていく］。   
［［10］〈テンス〉 過去］。  
E）その時［［7］〈テンス〉 過去〈アスペクト〉 ～ている］。   
［［9］〈テンス〉過去〈アスペクト〉 ～ていく］  
F）［［7］〈テンス〉 非過去〈時の副詞〉すぐ］。  
その時［［8］〈テンス〉非過去］て，   
［［9］〈テンス〉 過去〈アスペクト〉 ～ていく〕   
G）（？）いつ［［7］〈テンス〉非過去〈アスペクト〉～てい■る］。   
［［9］〈テンス〉過去 〈アスペクト〉 ～ている］。   
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あとで［［10］〈テンス〉過去］。  
【Rタイプ2】   
英語の“After”の干渉が見られるが，「それで／ですから」などの接続詞を  
用いて，TUの連接を行う。成績中位  














18  おじいさんが頭をかいて考える。  
19  猿がおじいさんのまねをする。（頭をかく）  
20  猿は帽子を返さない。  
21 おじいさんは，「猿まね」ということに気が付いた。  
22  おじいさんが帽子を捨てる。  
23  猿がまねをする。（帽子を捨てる）   















Z）句点結合の場合，主語が違っても同じ動作が繰り返される場合，「も」   
を使う。（下位群）  
3）接続詞を使う。句点結合の次のステップとして「そして」で連接するも   
のと「それから」を使う場合がある。  
4）接続詞助詞では，繰り返し動作の場合は，成績上位になると，「と」の   
使用が見られるが，中位群，上位群共通に見られる傾向として，「～て」   
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巨ヨ4つのIUにまたがっているもの   
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